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資料：農林水産政策研究所
注1：アクセス困難人口とは、

店舗まで500m以上
かつ自動車を利用できない
65歳以上の高齢者を指す。

注2： アクセス困難人口の割合とは、
65歳以上人口全体に占める
アクセス困難人口の割合を表す。

注3：店舗は生鮮食料品販売店舗、百貨店、
総合スーパー、食料品スーパー、
コンビニエンスストアである。

1
7 28

5

0

図３
贔置「

｀ ｀
 

ぐ‘
苫田郡

直
-Ill 

R 暑 園

＇・

;9 

図

， 
~ 

,'・..、4
',,. i 

. ."1'、.,; . 
』・, ...,.、

'"  • , ... < 

嘔四I、

,'t -f ,'[ 、.

<~ 互 ・... 

一
a-

匠雲；i

凡例 （％）

40 

＜ 
：：：：：：：： 

VII 
VII 
VII 
V
 

20 

25 

30 

40 

冒
． 闘

.. 

〉

T4
 .’

 9
・

・
...-・ 

-n
 

9
A
.
q
t
,
 

を
f`

 

>t
ヤヽ

、
松
l
.
S・ん
・

這
巧

川
・
ヽ
々
ざ
＾
、

.̀
＇
,．
 

r §oogle Earth 
35°04'38.33" N 134°10'19.06" E標高 匹 r.r:,1'FJ'ffla'.i 



「持続型」環境デザインプロセス 齊木崇人 201103

兵庫県将来構想研究会２０２０ 地勢単位を生かし人々が国土を撫育する新しい定住様式を目指して 齊木崇人 20200727
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「持続型」環境デザインプロセス 齊木崇人 201103

1 -1 兵庫の流域文化と
定住様式を捉えなおす

1-2  人間と自然生態の
持続的共生をめざす2-3.流域の文化と

生態情報
の可視化

2 -1 流域単位の県政組織の再編
２-2  基礎コミュニティー単位の

実態把握

4-3  連携する流域文化

４-1 自律する自然生態系
4-2  分散型定住様式の変遷３-1. 各流域を撫育する県市町の

治山・農業・町・都市・海域
管理のの有機的連携

3-2 林野と農業と土木と港湾
漁業が連携

５.流域単位の山林
・農地・居住域
・水系・ため池
・海域などの
多面的機能の維持

6. 流域文化と定住様式の多様性を
地域の生態文化資源として活用

兵庫県将来構想研究会２０２０ 地勢単位を生かし国土を撫育する新しい定住様式を目指して 齊木崇人 20200727
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瀬戸内海のエコロジカルプランニングユニットを仮説
瀬戸内海に流れ込む河川 は、それぞれの流域において

人間の水利用と水質の浄化、気候の緩和、多様な生物生態系を維持している

瀬戸内海が持つ自然の柔軟な再生能力や浄化能力（レジリエンス）を活用しつつ、
自然の営みと人々の営みが融合した、持続可能な瀬戸内海の将来を創造していく
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・写真は、1938年７月（昭和13年７月）の阪神大水害の
際の様子。市内の７割が被災、道路は濁流が走り、後には
大量の流木が残った。
・この後１９６７年７月（昭和４２年７月）にも大きな
水害に見舞われた。この時の雨量記録がそれ以後の防災
施設の設計基準として採用されてました

「水害」の素地 １９３８（昭和１３年)７/３～5日阪神間の市域ほぼ
全域被害、土石流と山津波神戸の歴史は災害や震災と戦い、それを克服
してきた歴史。・六甲山系の南側には南北に何本もの川が流れているが、
山と海が接近しており、大雨が降ると一気に川が増水する。六甲山からは
土砂と共に大量の流木が発生し、大きな被害を市街地にもたらした。

「阪神大水害」1938年7月
昭和13年（7月3～5日）
集中豪雨市内の7割が被
災、
死者731人
（うち、神戸市616人）
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図３．神戸の地勢単位に見る減災文化と景観（����年�月 作成：齊木崇人）

震災被災調査に見る
神戸の「地勢単位」

齊木崇人 1995.2
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「持続型」環境デザインプロセス 齊木崇人 201103

1 -1 兵庫の流域文化と
定住様式を捉えなおす

1-2  人間と自然生態の
持続的共生をめざす2-3.流域の文化と

生態情報
の可視化

2 -1 流域単位の県政組織の再編
２-2  基礎コミュニティー単位の

実態把握

4-3  連携する流域文化

４-1 自律する自然生態系
4-2  分散型定住様式の変遷

３-1. 各流域を撫育する県市町の
治山・農業・町・都市・海域
管理のの有機的連携

3-2 林野と農業と土木と港湾
漁業が連携

５.流域単位の山林
・農地・居住域
・水系・ため池
・海域などの
多面的機能の維持

6. 流域文化と定住様式の多様性を
地域の生態文化資源として活用
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12 情報の可視化ドローンによる空撮 図２１（映像）
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